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埼玉県議会だよりNo. 181令和 7 年（2025 年）4 月 26 日（土）

ブックシェルフ埼玉
議会だよりを電子書籍で読めます。

議会だよりを
スマホで読めます。 県議会の最新情報を発信します。

県議会公式X

主 要 会 派 か ら 〜2月定例会〜

　２月定例会では、団長の私が代表質問を行い、順天堂大学医学部附属病院整備
中止についての言及を皮切りに、県庁舎や県営公園などの整備、また、保育士の
処遇改善や重度心身障害者医療費助成制度の拡充など、多岐にわたって提言や質
問をしました。
　一般質問では６名の議員が登壇し、ＤＸによる県民サービスの向上や、公共交
通政策、医療や介護、さまざまな教育政策から地元の道路整備など、それぞれの
議員が幅広い分野について質問をしました。
　また、予算特別委員会では、18名の委員がそれぞれの専門的分野を中心に質
疑を行って審査をした後、医師確保対策や保育士・幼稚園教諭・介護士・看護師
などの処遇改善などを求めた７項目の附帯決議を提案し、決定しました。
　私たち自由民主党議員団は、ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の考
えを尊重し、県民の皆さまのご意見・ご要望に寄り添い、県政向上のための提案
を積極的に行ってまいります。

　今定例会は、代表質問に私が、一般質問に深谷顕史議員が登壇しました。
　私は、県の防災対策について福祉的視点からの地域防災計画の見直し、認知症
支援、県のこども若者政策、駐車許可の在り方、県立特別支援学校体育館へのエ
アコンの設置などについて、深谷議員は、本県の偽情報や誤情報に対するオリジ
ネーター・プロファイルの活用、感染症版FEMAによる対策などを質問し、それ
ぞれに前向きな答弁がありました。
　予算特別委員会総括質疑では、橋詰議員が児童生徒への自殺予防の取り組みな
ど、戸野辺議員がスポーツ科学拠点施設など、活発な質疑を展開し、執行部から
推進に向けた答弁を得ました。
　新年度予算は、わが団が求めた激甚化・頻発化する自然災害への防災・減災対
策の強化、福祉・医療・障害者支援の充実、子育て支援、物価高による価格転嫁
などの中小企業支援など、県民生活に直結する分野に十分な予算が確保されてお
り、賛成しました。

　党県議団は一般会計予算、国民健康保険事業特別会計予算、工業用水道事業会
計予算、水道用水供給事業会計予算、流域下水道事業会計予算などの議案に反対
しました。
　一般会計予算には教室不足が深刻な特別支援学校の増設や児童相談所の建て替
え、一時保護所の個室化など党県議団の要望や県民の願いに寄り添った予算が盛
り込まれました。しかし、さまざまな県民への負担増や予算削減も盛り込まれま
した。党県議団は物価高騰と実質賃金低下に苦しむ県民に対し、その困難に追い
打ちをかけることから全体として反対しました。
　その他、「さいたまスーパーアリーナ条例の一部を改正する条例」について利
用料金上限を最大で67％引き上げることから反対しました。
　予算特別委員会では、イネカメムシ防除対策の抜本的強化、精神障害者保健福
祉手帳２級所持者の医療費を無償にする助成制度の拡充、消費生活支援センター
の体制強化を求めました。
　引き続き県民の皆さまの願いの実現のために力を尽くしていきます。

　埼玉民主フォーラム代表の田並尚明です。
　令和７年度の予算案では、個人県民税や法人二税の増収が見込まれるなど、前
年度比5.2％増となる、約２兆2,300億円が計上されました。これは県民の皆さ
まのご理解とご協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。
　しかしながら、景気回復を実感できる方がどれほどいるでしょうか。足元の景
気は依然厳しい状況にあると言えます。
　民主フォーラムでは、木村勇夫議員、白根大輔議員、武田和浩議員、野本怜子
議員が予算特別委員会で、また、代表質問では私が、一般質問では細川威議員が
それぞれの分野で議論を重ねました。医療・福祉や産業振興、人材不足の問題に
加え、八潮市で発生した道路陥没事故を踏まえ、災害時に県民に迅速かつ正確な
情報を届けるための情報発信の強化についても強く訴えました。
　これからも民主フォーラムは、より良い埼玉県を目指し、県民の皆さまの生活
と、安心・安全を守り、皆さまのご要望を実現すべく、会派一丸となって努力を
続けてまいります。

　２月定例会の予算特別委員会には、会派から３名が臨みました。
　平松議員はスタートアップ創出策を充実させ、埼玉ならではの独自性あるス
タートアップ成長支援を求めました。
　石川議員は、障害者手帳を持たない難病患者の就労支援について、知事から前
向きな答弁を得ることができました。
　岡村議員は、会派で視察を行い、保護者からも相談を受けていた県立特別支援
学校の過密対策を取り上げました。新年度予算では県立和光南特別支援学校の全
面改修など過密解消に向けた予算が計上されており、私たちが届けた県民の声が
実現したことを高く評価しています。
　審査を通し、会派が重視する「県民に寄り添う」予算案であると認め、賛成し
ました。この他、わが会派がこれまで提案した「職員の休憩時間を12時からに
限定せず任意の時間に設定」できるようにする条例改正も行われました。
　今後も多くの県民が住みよく、職員も働きやすい埼玉県を目指して活動してま
いります。

「埼玉県議会だより」
音声版・点字版について

　「埼玉県議会だより」は、視覚障害者の方へ
デイジー版（音声のみ）や点字版を発行してい
ます。視覚障害者またはそのご家族の方などで
送付を希望される方は、埼玉県議会事務局政策
調査課へご連絡ください。

☎️ 048-830-6257

埼玉県議会自由民主党議員団

埼玉県議会公明党議員団

団長　蒲生　徳明

日本共産党埼玉県議会議員団

団長　城下　のり子

埼玉民主フォーラム

代表　田並　尚明

無所属県民会議

代表　井上　航

団長　田村　　実

会派名（略称） 所属議員数
自　民 56人

民主フォーラム 11人
公　明 9人
県　民 7人
共産党 3人
改　革 1人
無所属 3人
計 90人（欠員３）

会派別所属議員数 令和7年4月16日現在

県議会公式 YouTube

　令和６年度に公開請求を受け付けた公文書の件
数は、32 件でした。そのうち文書の全てを公開
したものが１件、該当するものがなかったなどの
理由により公開できなかったものが 31件でした。
　また、令和６年度に請求を受け付けた保有個人
情報の開示・訂正・利用停止請求の件数は、０件
でした。

情報公開等の結果について
埼玉県議会の令和６年度

　埼玉県議会公式 YouTube チャンネルでは、テレビ広報番組「こん
にちは県議会です」やテレビ埼玉で放送された各定例会の代表質問・
一般質問、予算特別委員会（総括質疑）などの動画を公開しています。
　分割してアップしているので、気になる質問や見たい内容にすぐに
アクセスすることができます。
　また、10代・20代向けの県議会プロモーション動画「AI サポーター
に聞こう！埼玉県議会の役割と私たちにできること」やこども向けの
プロモーション動画「議事堂探検隊」もご覧いただけます。ぜひご覧
ください！

https://www.youtube.com/user/saitamakengikai
https://machiiro.town/lp/saitama
https://saitama.bss-net.jp/list.html?q=%E5%9F%BC%E7%8E%89%E7%9C%8C%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E3%81%A0%E3%82%88%E3%82%8A
https://twitter.com/saitamakengikai



